

	単元名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「　球技　（ゴール型・バスケットボール）　　」
	空いている空間を見付けて，効果的に動く。
	　（　６　/　１２　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　　本時のねらいを確認する。
２　　班でトライアングルパス・ジャンプシュート・レイアップシュートを行う。

	
・トライングルパスは時計回り，反時計回りで行わせる。
・シュートは45度の角度から行えるようにさせる。
	
	　

	展
開
	３　　３対２ゲームの攻撃と守備の順番や撮影の担当を確認し，役割を分担する。

４　　３対２ゲームを行う。

５　　班で撮影映像を確認し，改善点を伝え合う。

６　　改善点を意識して，３対２ゲームを再び行う。

	・１人１台端末を使用させる。
・３対２ゲームの全体が映る撮影場所を確認させる。
・班で撮影映像を確認し，改善点を伝えさせる。
・攻撃の際のボールを持たないときに，空いている場所
に走り込ませる。
・守備側はシュートやパスをさせないように，ボールを持
っている相手をマークさせる。
	【知】空いている空間を見付けて，走り込むことができる。［観察］
【思】空いている空間を見付けて，効果的に動くためのポイントやつまずきの事例を参考に，仲間の課題や出来映えを伝えることができる。［観察・学習カード］

	②ゲームを撮影させ，空いている空間を見付け，動いているか確認させる。（１人１台端末の活用）
③ゲームをしながら，気付いたことを伝えさせる。

	ま
と
め
	７　　各班から出た課題や成果を発表し，全体で共有する。


	・課題を確認し，次の時間の見通しを持たせる。
	　
	





保健体育科　第１学年　　本時の指導計画例



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。
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